
 
（報道資料）                               平成２３年１月１３日 

実実用用的的なな小小型型ＳＳＨＨＶＶププロロジジェェククタターーをを開開発発！！  

  ～ ２０２０年、ＳＨＶ試験放送の実現に向けて ～ 

 ＮＨＫは臨場感あふれる次世代のテレビジョン放送サービス「スーパーハイビジョン

（ＳＨＶ）」＊１）の実用化に向け、「スーパーハイビジョン機器 研究・開発ロードマップ」

を定めて、カメラを始め、コーデック、伝送装置、記録装置、音響システム、

ディスプレイなどの研究開発を進めています。今回、ＮＨＫ、ＮＨＫエンジニアリング

サービス、ＪＶＣ・ケンウッド・ホールディングス（株）が共同で、今までよりも低コ

ストでコンパクトな実用的ＳＨＶプロジェクターを開発しました。 

 従来のＳＨＶ用プロジェクターには２種類の方式があります。一つは、４Ｋデジタル・

シネマ用に開発された８００万画素の表示素子を用いてＳＨＶの３３００万画素

相当の解像度を得る「デュアルグリーン方式」＊２）です。もう一つは、３３００万画素

の表示素子をＲ、Ｇ、Ｂ各１枚の計３枚用いて表示する方式です。デュアルグリーン

方式は、既存の８００万画素の素子を用いるため後者よりも安価に実現するこ

とができますが、プロジェクター２台で構成するなど装置が大きいという問題点

がありました。また後者は高画質ですが、３３００万画素の表示素子の製作には、

高精度な技術が必要であり、低コスト化の実現がむずかしいという課題が残さ

れています。 

 今回、新しく開発したプロジェクターでは、８００万画素の表示素子をＲ、Ｇ、Ｂ各１枚

の計３枚を使っています。すでに発売されている４Ｋプロジェクターに新開発の

「e-Shift」デバイス＊３）を用いてＲ、Ｇ、Ｂの３原色すべてにおいて画素ずらしを

行う機能を追加し、ＳＨＶをフル解像度画質相当で表示できます。このため、

低コストでコンパクトなプロジェクターを実現することができました。 

 今後もＮＨＫは、２０２０年にＳＨＶの試験放送を実現するため、ロードマップに沿

って、より実用的なＳＨＶ機器の研究開発を進めていきます。 

＊１） ３３００万画素（ハイビジョンの１６倍）の映像と２２．２ｃｈのマルチチャンネル音響システムにより、あたか

もその場にいるような高い臨場感を表現できる。 
 
＊２） 光の３原色の中で視覚の解像度に最も寄与しているＧ（緑色）信号に２枚の表示素子を用いて、両者を

斜め（縦・横）方向に半画素ずらして配置し、実質的に縦横方向に２倍の解像度を得ることができる。他

の R（赤色）と B（青色）には、１枚の表示素子を用いる。 
 
＊３） 複屈折特性を持ち、直進する光と縦・横０．５画素分屈折する光に、切り替えることができるデバイス。 



 
図１ ｅ－Ｓｈｉft 方法による画素ずらし法 

 
１） 画像シフト切り替え電気信号で、e-Shift デバイスの屈折率を変化 

２） 光源（Ｄ－ＩＬＡ表示素子＊など)からの光が、屈折率の変化で進む道が変化 

３） 進む道が変わることにより、１画素が斜め（縦・横）にシフト 

４） 屈折率を断続的に切り替えて、一つの光源で２つの画素を表示 

５） 画素のシフトにより、縦・横方向の解像度が実質的に２倍に 
＊）反射型液晶素子：Direct drive Image Light Amplifier 

 

図２ （参考）従来の画素ずらし法（デュアルグリーン方式） 
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表１ 本プロジェクターの主な仕様 
方式 e-shift・画素ずらし方式 

解像度 
（有効表示領域） 

SHV（7,680×4,320 画素） 

素子は、3,840×2,160 画素 

フレーム周波数 60Hz 

入力・表示階調 RGB 各１２ビット 

光源ランプ 超高圧水銀ランプ 330W×2  

光出力 3000ANSI lumen 

ダイナミックレンジ 10000:1 

消費電力 1,100W 

本体寸法 （W）660×（H）342×（D）783mm  

本体重量 約 50.5kg（レンズ含まず） 

 
 

表２ スーパーハイビジョンプロジェクターの比較 

 本方式 デュアルグリーン方式 
３３００万画素の表示

素子を用いた方式 

大きさ（WxDxH）［mm］ 660×783×342 750×950×370 × 2 台 1080×1250×456 

重量［kg］ 50.5 92 × 2 台 168 

 

 
 
 

図１ 開発したスーパーハイビジョン・汎用プロジェクターの外観 


